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納税のおおがい

衡の幾重義がFヨf警におとなわれるには、やはち

みなさんのご協力がなくてはできまぜん。

事在宅識はきぬられた綴践的;とおさききるようおお

之がL、します。

出
か
け
る
と
き
、

寝
る
と
き

も
う

度
火
の
用
必

万
円
・
ち
の
納
得
と
な
っ

C
い
ま

す。
然
防
災
級
事
れ
に
火
災
予
防

波
数
K
ひ
き
綴
母
、
山
仏

ω削引制問

に
つ
い
ず
、
仲
間
調
叫
し
火
災
に
よ
る

級
制
闘
を
繰
り
哨
鳴
き
な
い
た
め
も

う
…
媛
火

ω月
心
告
礁
か
め
ま

し
ょ
う
。

一
、
授
る
州
制

κ火
の
お
を
も
う

一
度
時
間
治
る
。
卒
後
十
時
)

一
、
総
死
者
絶
滅
遂
動
の
推
進

火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を
出
き

な
い
仁
め
常
詩
情
引
か
ら
万
全

mw
準
織
と
治
虫
認
を
怠
ら
ぬ

ι

》
」
。

、
マ
ッ
チ
、
総
蹄
閥
的
判
〈
ガ
ソ

す
ン
、
淡
泊
間
断
例
制
押
〉

A
W

耐桝緩

い
特
派
や
は
初
防
浪
花
、
子
供
な

ど
が
い
に
づ
ら
以
来
な
い
よ

う
目
礼
す
る
ζ

と
ω

、
た
ば
こ
の
段
級
必
殺
げ
体
制

て
、
後
識
で
心
緩
や
い
ば
ζ

、

お
き
ぬ
け
の
一
日
以
な
ど
も
火

事
の
一
兆
と
な
り
目
的
い
の
で
殺

意
す
る
ζ

と
P

一
、
林
野
火
災

ω際
誌
に
つ
と

め
る
乙
と

2

品
約
京
の
品
開
村
部
、

子
供
の
火
遊
び
及
び
持
野
市
内

で
の
如
、
同
開
禁
止
等
制
取
に
笑
取
締

ナヲ
4

ゐ
ァ
し
〉
句
。

いを h八十十臼火 ま火そがつい
て 筒 、 百 三 三 回 ま 災 ζ しとにと苦手銀
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…
、
煙
突
掃
除
等
、
も
定
鶏
約
に

励
行
し
、
焚
口
の
附
阿
開
閉
な
ど

も
常
K
毅
側
副
総
…
柑
馴
し
て
お
く

こ
と
。

て
附
山
知
叫
州
問
火
の
た
め

ω約
火

出
掛
、
附
則
火
砂
、
防
火
川
川
水
は

ど
機
蹴
糊
し
て
お
く
と
と
。

火
災
者
仰
さ
な
い
た
め
は

は
、
ま
だ
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
一
人
の
山
附
陥
問
、
不
総
滋
も

な
い
よ
う
終

κ般
の
強
い
日
な

ど
に
は
反
に
や
見
分
の
片
山
初
日
が
、
必

薬
で
お
る
と
間
協
い
ま
す
の

も
し
火
災
民
な
っ
て
し
ま
っ

た
ら
す
「
議
防
箸
(
一
一
九
稀
)

へ
お
知
ら
せ
く
ゼ
さ
い
一

U

一
法
制
相
が
早
け
れ
ば
早
い
開
制

宝
口
組
制
は
少
な
く
て
す
み
ま
す
t

担
金
鶏
勲
章
年
金

受
給
者
に
一
時
金

、
制
似
蹄
制
緩
係
人
讃
縄
河
川
新
潟

κ関

す
る
終
削
即
時
闘
機
関
仲
間
以
伊
鋭
利
関
十

一
一
線
…
同
地
十
人
口
μ
紛
げ
ぬ
き
れ
次

の
お
の
税
問
ゑ
に
よ
れ
ソ
、
…
絞
殺

十
万
m
m
い
か
み
父
め
き
れ
ま
す
の
で

淡
淡
も
れ
の
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

ァ
、
口
H

間
関
拙
戦
争
、
比
一
波
奈
川
波
、
日

終
戦
争
、
時
指
一
次
没
界
大
戦
、

は
柄
引
終
一
事
件
お
よ
び
潔
制
州
事
変
の

式
訪
に
よ
ち
金
務
整
門
会
全
を

支
給
さ
れ
て
い
た
者
ι

(
支
明
部
事
帰
京
、
大
東
盛
時
判
争
心

蕊
功
に
よ
ち
金
務
勲
章
を
授
与

さ
れ
た
者
は
休
怖
か
れ
ま
す
ω

〉

イ
、
傾
斜
三
十
八
年
仰
向
月
…
臼

κ魚
川
静
し
て
い
た
彩
。

特
創
出
期
弔
慰
金
を

議
場
小
し
ま
し
た
か
っ

E

終
俸
の
後
叩
誌
に
よ
き
終
出
刺
市
明

以
余
の
支
払
和
総
泌
が
や
〈
・
m
m
K
M偽

小
〈
き
れ
い
、
次
の
か
た
で
も
受
給

い
な
か
に
は
、

殺
へ
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

軍
総
引
い
十
六
年
十
二
湾
人
法

以
後
戦
出
説
明
守
を
さ
れ
た
と
と
ぷ

よ
与
の
綴
金
(
五
万
Mnま
た
は

一
二
万
円
の
削
闘
機
〉
を
受
け
た
行

いか
M
m
和
間
関
十
M
U
e
m
H
月
一
区
ま
で

に
死
亡
等
し
て
い
る
場
合
ど
は

h
H
父
母
、
応

J

孫
、
戸
山
知
伯
父
母
、

わ
叫
ん
棉
姉
妹
の
壌
に
特
泌
J
V
M
お

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
い

支
給年

以
隊
、
約

一一一一十…門口ま

で

ω附附
κ…4

4

加
や
脅
と
え
る
的
知
役

も
し
く
は
然
州
制
円
以
上
γ
，
の
細
川
氏
処

せ
ら
れ
た
亡
と

ω々
い
者
。

一
一
、
二
時
A
臓
の
務
求
は
、
校
一
附

柏
崎
の
市
町
村
長
、
県
知
事
を
経

由
し
て
内
閣
総
理
大
臣
応
対
し

て
行
な
う
と
と
と
位
り
ま
す
c

一
一
一
、
該
当
者
が
昭
和
三
十
八
年

凶
日
比
一
日
以
降
死
亡
し
て
い
る

場
合
は
そ
の
者
の
相
続
人
が
議

求
で
き
ま
す
。

詳
絡
に
つ
い
て
は
、
社
会
湘
時

一
裕
社
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

、。 ゥ
、
開
閉
山
相
ス
十

臨
機
織
組
制
緩
{
州
問
時
掛
納
税
約
礼
的
伐
取
引

κ対
す
る
級
品
切
品
潟
〉
に
つ
い
て

は
、
各
鮒
掛
川
搭
円
い
と
げ
い
桝
齢
制
開
会
を

行
な
い
開
周
知
の
ζ

と
と
怒
い
ま

す
が
、

ζ

の
耕
同
求
手
絞
る
は
た

口
比
一
一
一
十
一
円
口
で
村
打
ち
切
ら
れ
ま

す
の
で
手
続
き
の
済
ん
で
い
な

い
方
は
誘
求
舟
緩
に
必
妥
出
世
帯
棋

を
書
き
、
証
明
書
を
添
え
て
幾

業
委
員
会
事
務
局
へ
懇
災
し
て

.;i> 

く
に
き
い
。

な
お
然
治
で
き
る
方
は

い
村
、
出
斜
地
一
致
以
上
を
回
収
さ

れ
た
人
〈
本
人
が
死
亡
し
て

い
る
場
合
は
そ
の
巡
族
〉

日
円
、
曲
民
地
を
腎
ハ
叙
さ
れ
た
小
規

間
慢
な
淡
人
及
び
団
体
。

そ
の
勉
詳
し
い
と
と
は
役
場

幾
議
委
員
会
頭
湾
局
に
お
た
ず

?、ど

l
a

A
4
4
f
;
L
 

町
内
の
炎
濡
滋
は
日
織
に
ふ

え的判
M

仏
大
波
簿
一
向
の
滋
行
が
同
阿

波
つ
亡
ふ
え
て
い
ま
す
。

そ
ζ
ぞ
淵
胤
齢
制
、
湘
脱
獄
鴫
胤
刊
の
多

い
訓
拭
叩
卵
子
駅
・
か
ら
泌
総
崎
山
糸
者

ぷ
て
久
作
繍
か
州
制
州
W

説明、

ω八
八

好
捕
繍
と
、
久
。
榊
部
州
附
M
W
か
ら
附
側

近
間
吋
鴨
摘
に
滋
ず

は
川
る
と
品
q
納

綿

一

m
v
i
T

蕊

効

門

川

大

級

寧

日

通
ま
喜
一
一

と

を

禁

止

し

一

一

J
a
A
つ
F

K

一

朝

日
，
通
勤
、
通
ま
」
一

七

宇

設

な

ど

帥

」

一

線

歩

行

者

の

」

一

区

安

全

ど

、

む

一

二

久

古

家

路

UU

一

一

一

切

に

お

け

単

一

道

主

露

日

町

え

と

一

後

桝

乳
児

絡
に
一
後
m
w
m
州
間
三
武
内
絞
殺

を
次
の
け
悶
綴
で
…
ね
い
ま
す
。
刻

印
約
十
一
年
一
月
一
門
誌
以
降
に

生
れ
た
お
即
ち
ゃ
ん
会
務
該
当
い

た
し
ま
す
の
で
、
も
よ
り
合
会

場
で
滋
子
手
組
問
持
参
の
上
受
診

し
て
下
さ
い
。

な
お
、
問
日
R
乃
は
定
制
聞
の
育
児

拐
殺
を
内
申
込
品
し
ま
す
が
、
五
汚

か
ら
は
今
ま
で
ど
が
与
で
す
。

降
日
月
ゴ
一
日
(
日
月
V

発
許
小
学
校

藤
間
闘
の
、
父
滋
の
如
何
胤
問
者
側
関
る
こ

胤日川区側閥抗
W
M
璃持日制時制

緩
務
凶
跡
、
僻
燃
料
漏
制
料
開
問
問
問
ト
ン
、

術
中
級
制
納
期
慨
は
一
・
八
品
市
以
上
の

機
関
川
M
W
瑚
ね
で
き
な
く
な
れ
ソ
ま

す。

や
実
施

〈
火
〉
湖
北
小
学
校

(
水
〉
中
的
上
品
阿
部
ゆ

鎖

倒
月
十
日
(
月
)
第
二
小
学
校

関
見
十
一
日
(
火
)
め
ば
え
幼
強

図

四
月
十
二
日
(
水
)
第
百
一
小
学
校

四
月
十
三
日
(
木
)
中
央
公
民
館

周
月
十
凶
日
(
金
)
第
一
小
学
校

崎
町
閥
は
仰
れ
も
午
後
…
時
半

よ
ち
一
治
時
ま
で
。

叩
悶
月
間
日

開
月
一
品
臼

赤

ち

ゃ

ん

が

生

れ

た

ら

新
生
党
出
生
絹
を
保
徳
一
所
ヘ

総
出
陣
帥
問
一
前
官
、
は
、
山
阿
波
後
地
時

子
終
ば
ず
と
や
か
で
み
る
よ
う

に
と
、
榔
隣
市
川
市
W

貼制緩総蹄
w
h
h

初、ぬ

い
し
て
、
都
削
除
ふ
附
加
の
排
党
交
に
つ

い
て
紡
綱
川
祭
滋
を
強
化
支
府
民
に

っ
と
仏
り
て
い
ま
す
。

ζ
れ
は
耐
昨

年
八
月
に
母
子
保
融
問
時
間
ur
制判定

さ
れ
、
こ
れ
に
も
と
ず
い
て
行

な
わ
れ
で
い
ま
す
。

新
生
児
と
は
、
生
後
二
十
八

日
末
時
闘
の
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。

新
生
児
は
、
生
れ
る
ま
で
路
市
内

で
外
界
か
ら
の
料
品
引
か
ち
守
ち

れ
、
母
の
虫
桜
花
よ
ち
糸
諸
説
を

補
給
さ
れ
て
い
た
が
、
出
凶
市
脱
げ
札

よ
り
一
綴
楠
閣
の
激
変

κ紛
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

た
が
っ
て
校
後
一
一
十
八
日
以
内

が
も
っ
と
も
絞
命
の
危
険
が
大

き
く
、
乳
児
死
亡
の
大
半
を
お

め
て
お
ち
ま
す
。
と
の
大
切
な

持
明
朗
に
全
部
の
赤
ち
ゃ
ん
が
助

産
婦
の
指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
新
生
児
出
生
届
の
励
行
を

お
願
い
し
ま
す
。

中
赤
ち
ゃ
ん
に
お
名
前
を
つ
け

な
い
持
で
も
結
構
で
す
か
ら
設

れ
た
も
す
「
柏
係
機
所
へ
阿
刷
出

下
さ
い
。

附
町
也
管
知
る
会

の
お
知
ら
せ

…
ぷ
同
月
例
会
は
銭
係
予
の
お
機

発
制
捕
者
出
川
市
一
叫
し
て
い
る
成
大
の

判
口
約
先
生
を
お
刷
用
き
し
て
、
残

孫
子
の
お
捕
慌
時
代
の
お
訴
を
主

く
と
災
w
仙
沼
地
捕
を
歩
き
ま
す
。

出同

日
時
昭
和
問
問
十
二
年
一
ニ
月
二

十
九
臼
(
氷
)
午
後
一
時

集
会
場
所
高
野
山
脊
年
鮪

(
パ
ス
|
滝
野
山
下
車
〉

多
く
と
ζ

ろ
水
神
山
育
成

環
境
衛
生
機
員
募
集

網
棚
楠
品
衛
仙
沼
閥
糊
悶
珂
幸
次

ωと
お

h
，
噛
持
拍
親
し
ま
す
。

制
脳

V
W樽
柿
織
人
災

概
略
鵠
撚
絞
殺
泌
総
ザ
叫
す
…
均
利

端
的
側
摺
淡
彩
手
一
…
…
各

軍
総
与
・
体
向
調
崎

給
与
、
銭
円
識
に
つ
い
て
は
総

務
線
機
災
絡
に
、
略
戦
市
柏
市
内
容

に
つ
い
て
は
深
川
開
議
後
生
押
開

花
開
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
出
掛
終
回
聴
田
川
筋
商
(
約

半
年
間
縄
〉
後
は
関
職
員
採
尽
の

途
が
あ
ち
ま
す
。

軍
申
し
込
み

一
一
一
口
周
二
十
円
口
ま
で
に
制
四
時
臨
警

を
抑
総
出
附
し
て
く
だ
さ
い
。

十
曲
協
棋
の
う
え
、
加
給
制
問
mv
官官相識

に
つ
い
て
は
、
十
円
口
以
内
に

議
制
却
し
ま
す
。

育
児
蛸
制
緩

一
ニ
丹
市
w
u
録
制
見
知
制
緩
沖
地
、
出
仇
の

は
材
料
慨
で
ね
い
ま
す
が
、

ま
し
た
ち
C
制
刺
殺
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
胸
部
位
以
許
制
闘
も
世
誠
一
燃
は
緩

州
綱
に
鋒
及
さ
れ
て
い
る
綴
じ
で

す
が
、
個
人
的
廷
は
ま
だ
ま
だ

問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。
家
族

計
画
に
つ
い
て
も
大
い
に
と
謝
料

開
聞
く
だ
さ
い
。

な
お
、
我
孫
子
地
区
会
場
は

中
央
公
民
舘
花
変
更
し
ま
し
た

の
で
と
注
意
く
だ
さ
い
c

曹
第
三
金
隠
(
一
.
一
足
十
七
円
日
〉

山
中
前
町
上
青
年
餓

曹
第
四
A
Z
縫
っ
ニ
月
二
十
開
問
何
回
〉

我
柑
附
子
中
央
会
同
時
帥
閥
、
時
吋
燃

は
い
ず
れ
も
午
州
前
十
時
吋
か
ち

午
後
三
絡
ま
で
で
す
。

506 



ゴ
Z
細
川
科
技
祭
創
刊
m
川
役
得
い
か
品

川
叫
し
つ
つ
め
り
設
す
の
で
A
J
R
ζ

れ
に
対
処
す
る
た
め
簡
易
一
Z
A
V

ゆ

4
d
8
g
t
ル
取
に

よ
各
議
麹
叡
符

…
訴
し
い
材
料
と
し
て
昭

一R
一Mm
か
ら
政
政
子
地
問

一
ω
一
部

κオ
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各自の盟国時門⑧ 8~30分
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ぐ第三還要事援物語審好}

総 安IJ

種 窓

ジフテリヤ

務パラチフス

冶'日 tt言、ジフ

テリヤ混合

追加変

追加冬

;f，ヲオ後ワク

インフノv

初主導

続本目録炎

譲受 傷 制
徴
…
矧
一
斑

ヮ
“
一
作
品
…
‘
l
A

隣

悪事しん
れましか)

ツベルクザン反応検資

B， C、 仏 予 防援獲

胸部 X 車率緩影

湾 総X線撮影 (検診王手〕

J!Ji庄測定

乳 児検診

3 才!は検診

育児綴;後

広報あぴこ 関手U42年3湾総箆発行

昭和 42 隣 接種しおり

;初回夏(3阪)主義麓後1全戸総過の
40年 9JH段よ与41年 1月31協議での出生j成

:初i淡々 (3閥〉接議後 p手経過のもの
41年 2月1日より41年 8Jヲ311'1までの出生児

2月lおより
6月30ほまでのi土j益三%

41年7月113よち
社主手12刃31日までの総会見

42年 2fl28段以前i乙社i定の乳幼路、
小、中学生、 15才以上の)鮫町民

主草間包囲)接種後1年自のもの
幼児、小、中学後、一絞防災{毎年)

42年8A31日以主主lこ出伎の乳幼児、
小、中学盗、 15伊以上品般隊員

小学校 l主将伎

l怒主義綴後1年経過のもの
小学校 2 写生~6年生
中学校 1 年生~3年生

2 綴室長綴後 3 年~4 年毎
小牧校5&手、 F約数校3主幹

38年 4Jnおより 1額g
42年3A31関までのLU主張兇 2出自

36年4Jヨ2日よち
42年 5A3113までのけi主主兎(幼事後関実施者や徐く〉
15才以iユ30才ラ袋詰誇訓告音源iまでj議後のもの。

J二燃の緩当事ぎでツ反が絵伎のもの、疑綴絵可?隠師の認める
もの。

協
器、

40才以たのもの、殺さ誘導者

もの

41年 1Ä18 より刻字12月 318 までの出~Jお

39年1月113よち39年12月318，主での出主主兇

i 2組 問 所3金曜日市総上青年慾
4金羅臼孜孫子町防災公民豊富

!E火線予;努主義宅整(登録) I 生後3カ月以上の表選い犬

E議境衛生 (ì持参 f/l'~裟町内さをi袋 〈選手の消毒〉
〈室主の消主義)

( 4 )一一一一一

祭主総予定 a 機 話考

完了

完了

5 月中旬~r勾

11月下旬'""'12月上旬
12月φk旬~中旬

2月中旬
3月中旬

2月中旬

なし

2月下旬
3月下旬

9 月下ド勾~ 10月下旬

9 月中旬~ 10月下旬

る月下旬 '""'7月上旬

10月下旬~ 11J司中旬

~申告。

9 Al二旬~中匂

縫A

(春季〉

10Jヲ (秋空宇)

4A  '""'5A 
6 A ~ 7月

ぎなj二
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